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日本人 とネス トリア ン

一

聖
徳
太
子
と

キ
リ

ス
ト
と

は
し
ひ
と

聖
徳
太
子
に
は
、
厩
戸
皇
子
と
い
う
名
前
が
あ
る
。
母
の
間
人
后
が
、
厩
の

戸
に
あ
た

っ
て
産
気
づ

い
た
の
で
、
そ
の
名

に
な

っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
お
よ
び

『上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』

に
は
、

そ
う
書
い
て
あ
る
。

さ
ら
に
、

『上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』

の
記
述
も
、
興
味
深
い
。

こ
れ
に
よ

る
と
、
あ
る
夜
間
人
后
は
、
夢
の
中

で
金
色
に
か
が
や
く
僧
の
、
お

つ
げ
を
聞

い
た
。
自
分
に
は
救
世
の
ね
が
い
が
あ
る
。
間
人
の
腹
を
か
り
て
、
生
ま
れ
で

た
い
と
い
う
告
知
で
あ
る
。
間
人
后

は
、

こ
れ
を
了
承
し
、
そ
こ
で
聖
徳
太
子

が
誕
生
し
た
。

も
と
よ
り
、
信
ず
る
に
た
ら
な
い
記
録

で
あ
る
。
だ
が
、
新
約
聖
書
の
キ
リ

ス
ト
生
誕
伝
説
と
似
て
い
る
こ
と
は
、
見
お
と
せ
な
い
。
大
王
使
ガ
ブ
リ

エ
ル

が
、
夢
の
中
で
マ
リ
ア
に
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
予
告
す
る
。
そ
の
予
言
を
う
け

て
、
聖
母

マ
リ
ア
は
救
世
主
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
を
身
ご
も

っ
た
。
こ
の
受
胎

告
知
伝
説
と
聖
徳
太
子
の
誕
生
譚
は
、
そ

っ
く
り
に
で
き
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、
太
子

の
伝
説
は
、
新
約
聖
書
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
。

『
日
本
書
紀
』
や

『
法
王
帝
説
』
は
、
八
世
紀
の
初
頭
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
。

『補
闕
記
』

は
、

九
世
紀
前
に
で
き
た
伝
奇
風
の
記
録
で
あ
る
。
ち
よ
う
ど
、

日
本
と
中
国
の
あ
い
だ
で
、
遣
唐
使
を

つ
う
じ
た
や
り
と
り
の
あ

っ
た
こ
ろ
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

当
時
の
中
国

11
唐
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
け

っ
こ
う
い
た
。
い
わ
ゆ

る
景
教
、
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
信
徒
た
ち
で
あ
る
。
ト
ル
コ
の
エ
フ
ェ
ソ
ス
で

異
端
だ
と
さ
れ
た
こ
の

一
派
は
、
東
方

へ
の
が
れ
て
い
や
。
ペ
ル
シ
ア
、
中
央

ア
ジ
ア
を

へ
て
、
唐
ま
で
や

っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
王
室

へ
も
と
り
い
り
、
首

都

・
長
安
を
拠
点
に
し
、
布
教
活
動

へ
の
り
だ
し
た
。

も
し
、
遣
唐
使
の
留
学
生
た
ち
と
、
彼
ら
景
教
徒
の
あ
い
だ
に
接
触
が
あ
れ

ば
.…
:
。
聖
人
が
天
使
の
夢
告
で
馬
小
屋
に
生
ま
れ
る
と
い
う
物
語
を
、
耳
に

%


